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環境にやさしいまち
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　火災時には消火用、震災時などには一
時的な飲料水の確保ができる貯水槽
（100ト　　ン×２基）です。

耐震性耐震性
貯水槽貯水槽

耐震性
貯水槽
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４
月
を
迎
え
、新
た
に
社
会
人

に
な
っ
た
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。府
中
市
も
新
入
職
員
を
迎

え
、私
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
ば

を
贈
り
ま
し
た
。

　

私
は
45
歳
の
時
、民
間
か
ら
登

用
さ
れ
、地
方
公
務
員
特
別
職
の

収
入
役
に
就
任
し
ま
し
た
。当
時
、

戸
惑
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、ど
こ

の
世
界
に
も
あ
る
専
門
用
語
が
あ

り
ま
し
た
。今
で
は
笑
い
話
で
す

が
、当
時
の
職
員
が
随
所
で
使
っ

て
い
た「
た
し
な
み
」と
い
う
言
葉

で
す
。私
は
一
般
的
な
意
味
で
の

「
嗜た

し
な

み
」を
想
像
し
、上
等
な
世
界

だ
と
感
じ
入
り
ま
し
た
が
、問
い

質た
だ

し
ま
す
と
、「
他
市
並
み
」が
正

解
で
あ
り
、ひ
ど
く
落
胆
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
在
、都
市
間
競
争
は
激
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
に

は
、決
し
て「
横
並
び
」や「
並
」に

安
住
す
る
こ
と
な
く
、持
っ
て
い

る
知
識
、能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

職
員
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
書「
菜さ

い

根こ
ん

譚た
ん

」の
中
に
、

次
の
よ
う
な
一い

っ

節せ
つ

が
あ
り
ま
す
。

「
人
間
に
は
少
し
で
も
欲
心
が
あ

れ
ば
剛
直
は
骨
抜
き
と
な
り
、明

智
も
く
ら
ま
さ
れ
、恩
業
は
浅
酷

な
心
に
変
わ
り
、潔
白
な
人
柄
は

汚
さ
れ
、そ
の
人
は
一
生
だ
め
に

す
る
。そ
れ
故
、古
人
は
欲
張
ら
な

い
こ
と
を
宝
と
し
た
。こ
れ
こ
そ

が
、世
俗
を
超
え
る
道
で
あ
る
。」

　

皆
さ
ん
が
公
務
員
と
し
て
の
道

を
選
ん
だ
の
は
、自
己
の
欲
得
の

た
め
で
な
く
、市
民
の
た
め
に
と

い
う
思
い
か
ら
で
し
ょ
う
。初
心

を
忘
れ
ず
に
公
務
員
と
し
て
の

「
嗜
み
」で
も
あ
る「
欲
張
ら
な
い

こ
と
」を
宝
と
し
て
く
だ
さ
い
。

新
入
職
員
に
贈
る
こ
と
ば

◆
主
な
記
事
◆

２面 …介護保険料の改正
３面 …市立学校施設耐震化事業実施計画を策定
６面 …成人健康診査

　災害時に使用する
機材を格納し、太陽光
発電も備えています。
また、１階には多目的
会議室があります。

矢崎町矢崎町
防災倉庫防災倉庫

矢崎町
防災倉庫

　火災時には消火用、震災時などに
は一時的な生活用水の確保ができ
る貯水槽（100ト　　ン×３基）です。

耐震性防火貯水槽耐震性防火貯水槽耐震性防火貯水槽

　災害時にはテント
が張れ、平常時は防災
訓練などが行えます。

多目的広場多目的広場多目的広場
　災害時用に仮設
のトイレを８基整
備しています。

災害用災害用
仮設トイレ仮設トイレ
災害用
仮設トイレ

　災害時には、炊き出
しなどが行えるかま
どとして使用できる
ベンチ（３基）です。

かまどベンチかまどベンチかまどベンチ

　災害時には、
炊き出しなど
が行えるかま
どとして使用
できるいす（５
基）です。

かまどスツールかまどスツールかまどスツール 　災害などにより電
力の供給が断たれた
場合に、明かりを供給
できます。

太陽光発電・風力発電に太陽光発電・風力発電に
よる照明施設よる照明施設

太陽光発電・風力発電に
よる照明施設

　災害などによ
りライフライン
が破壊された場
合に、一時的な生
活用水の確保が
できます。

手押しポンプ手押しポンプ
（防災井戸）（防災井戸）

手押しポンプ
（防災井戸）

　

４
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１
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福
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会
館
の
跡
地
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利
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災
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４
月
１
日
に
、勤
労
福
祉
会
館
の
跡
地
を
利
用
し
、防
災
倉
庫
や

か
ま
ど
ベ
ン
チ
な
ど
災
害
対
策
用
の
設
備
を
備
え
、災
害
時
の
避

か
ま
ど
ベ
ン
チ
な
ど
災
害
対
策
用
の
設
備
を
備
え
、災
害
時
の
避

難
場
所
、ま
た
防
災
訓
練
な
ど
が
行
え
る
施
設
、「
矢
崎
町
防
災
公

難
場
所
、ま
た
防
災
訓
練
な
ど
が
行
え
る
施
設
、「
矢
崎
町
防
災
公

園
」が
完
成
し
ま
し
た
。隣
接
す
る
下
河
原
緑
道
、第
二
都
市
遊
歩

園
」が
完
成
し
ま
し
た
。隣
接
す
る
下
河
原
緑
道
、第
二
都
市
遊
歩
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は
、災
害
時
に
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
、歩
行
者
が
公
園
や
ほ
か

道
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害
時
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緊
急
車
両
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通
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で
き
、歩
行
者
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公
園
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か
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避
難
場
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へ
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経
路
と
し
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利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

の
避
難
場
所
へ
の
経
路
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。
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４
０
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65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
の
改
正

介
護
保
険
料
の
算
定

　

平
成
18
年
3
月
1
日
現
在
、市

内
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
３
万
９

０
９
３
人
で
、そ
の
う
ち
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
は
６
６
６
４
人

（
17
・０
％
）で
す
が
、平
成
20
年
度

に
は
65
歳
以
上
の
人
口
は
４
万
２

９
０
６
人
で
、そ
の
う
ち
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
は
７
４
９
５
人

（
17
・
５
％
）に
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

介
護
保
険
給
付
費
は
、今
後
の

要
介
護
者
数
の
見
込
み
や
、こ
れ

ま
で
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
実
績
な
ど
に
基
づ
き
、３
年
間

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
を
推
計
し
て

算
出
し
ま
す
。ま
た
、今
回
の
介
護

保
険
法
の
改
正
で
、こ
の
給
付
費

は
介
護
保
険
認
定
者
だ
け
で
な

く
、認
定
さ
れ
て
い
な
い
元
気
な

高
齢
者
の
方
の
介
護
予
防
事
業
な

ど
に
も
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度

の
３
年
間
で
約
２
８
２
億
円
と
な

り
、平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
と

比
較
し
て
40
億
円
の
増
額
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、推
計
し
た
給

付
費
か
ら
財
政
的
に
均
衡
が
保
て

る
よ
う
に
算
定
し
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上

の
方
）介
護
保
険
料
の
改
正

　

第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
負
担

す
る
介
護
保
険
料
は
、給
付
費
準

備
金（
平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度

の
保
険
料
剰
余
金
）を
活
用
す
る

な
ど
抑
制
に
努
め
、左
の
表
の
と

お
り
、全
体
の
基
準
と
な
る
年
額

保
険
料（
第
４
段
階
）は
４
万
７
４

０
０
円（
月
額
保
険
料
３
９
５
０

円
）と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、介
護

保
険
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、現

行
の
第
２
段
階
を
第
２
段
階
と
第

３
段
階
に
細
分
化
し
た
こ
と
か

ら
、所
得
段
階
の
区
分
を
７
段
階

　

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、平
成
18
年
度
で
７

年
目
に
な
り
ま
し
た
。３
年
ご
と
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、平

成
18
年
度
か
ら
20
年
度
の
介
護
保
険
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係（
３
３
５
・
４
０
２
１
）へ
。

４
月
か
ら
新
体
制

市
の
職
員
人
事
異
動

■
人
事
異
動（
４
月
１
日
付
け
）

（　

）は
旧
職

【
部
長
級
職
】

▽
総
務
部
長　

原　

拓
二（
財
務

部
長
）▽
総
務
部
総
合
計
画
担
当

参
事　

後
藤
敏
明（
水
道
事
業
本

部
長
）▽
財
務
部
長　

竹
内
健
祐

に
変
更
し
ま
し
た
。

保
険
料
の
軽
減

　

税
制
改
正
に
伴
う
高
齢
者
の
市

民
税
非
課
税
限
度
額
の
廃
止
な
ど

に
よ
り
保
険
料
の
段
階
が
上
が
る

方
は
、経
過
措
置
と
し
て
平
成
18

年
度
か
ら
２
年
間
、基
準
額
に
対

す
る
割
合
を
低
く
し
保
険
料
の
軽

減
を
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免

　

特
に
、生
活
が
困
窮
し
、保
険
料

の
全
額
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
、介
護
保
険
料
の
減
額
を

行
い
ま
す
。ま
た
、災
害
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、介
護
保
険
料
納
付
の
猶

予
や
減
額
、免
除
を
受
け
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

段階 所得区分 改正後 改正前
計算方法 年額 計算方法 年額

第１段階 老齢福祉年金受給者で市民税世帯
非課税の方、生活保護受給者ほか 基準額×0.45 21,300 基準額×0.45 17,800

第２段階
市民税世帯非課税（合計所得金額
と課税年金収入金額の合計額が80
万円以下）の方ほか

基準額×0.45 21,300

基準額×0.7 27,700

第３段階 市民税世帯非課税者で第２段階に
該当しない方ほか 基準額×0.7 33,100

第４段階 市民税本人非課税の方ほか 基準額×1.0 47,400 基準額×1.0 39,600

第５段階 市民税本人課税（合計所得金額
200万円未満）の方ほか 基準額×1.25 59,200 基準額×1.25 49,500

第６段階
市民税本人課税（合計所得金額
200万円以上500万円未満）の方ほ
か

基準額×1.5 71,100 基準額×1.5 59,400

第７段階 市民税本人課税（合計所得金額
500万円以上）の方 基準額×1.75 82,900 基準額×1.75 69,300

※基準額は、第４段階の保険料です。
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祉
保
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兼
）府
中
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活
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化
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星　

良
幸（
総
務
部
参
事（
兼
）

職
員
課
長
）▽
福
祉
保
健
部
長

（
兼
）府
中
市
福
祉
事
務
所
長　

矢

ケ
崎
一
幸（
福
祉
保
健
部
次
長

（
兼
）障
害
者
福
祉
課
長
）▽
福
祉

保
健
部
次
長（
兼
）高
齢
者
支
援
課

長　

鎌
田
義
恵（
生
涯
学
習
部
生

涯
学
習
課
長
）▽
子
ど
も
家
庭
部

長　

平
野
耕
市（
生
活
文
化
部
次

長（
兼
）保
険
年
金
課
長
）▽
環
境

安
全
部
次
長（
兼
）ご
み
減
量
推
進

課
長　

馬
部
公
博（
福
祉
保
健
部

高
齢
者
福
祉
課
長
）▽
都
市
整
備

部
次
長（
兼
）管
理
課
長　

結
城
邦

夫（
都
市
整
備
部
管
理
課
長
）▽
地

５
月
１
日（
月
）か
ら

予
約
制
に
よ
る
法
律
相
談

　

５
月
１
日（
月
）か
ら
、こ
れ
ま

で
、水
・
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
る

当
日
受
付
の
法
律
相
談
の
ほ
か

に
、新
た
に
予
約
制
に
よ
る
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

月
曜
日　

午
後
２
時
〜

４
時
半（
祝
日
を
除
く
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談

室▽
定
員　

各
日
先
着
６
人

　

市
内
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、自
治
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

地
域
活
動
、企
業
な
ど
、様
々
な
社

会
貢
献
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。市
で
は
、「
市
民
が
主

役
」の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、活
動
へ
の
理

解
や
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、市
民
団
体
の
最
新
活
動
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
ふ
ち
ゅ
う

（http://w
w
w
.com

m
unity-

fuchu.net/

）を
開
設
し
ま
し
た

の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
の
サ
イ
ト
に
掲
載
を

希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、市
民
活
動
支
援
課

支
援
係（
３
３
５
・
４
０
３
５
）へ
。

■
利
用
団
体
の
登
録

▽
対
象 

電
子
メ
ー
ル
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
設
備
が
あ

り
、市
内
を
主
な
活
動
拠
点
と
し
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

▽
費
用 

無
料（
受
信
料
な
ど
は

自
己
負
担
）

▽
申
込
み 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
ふ
ち
ゅ
う
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

団
体
登
録
後
、決
め
ら
れ
た
用
紙

（
市
役
所
４
階
市
民
活
動
支
援
課
、

府
中
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
セ
ン

タ
ー

に
用
意
）で
市
民
活
動
支
援

課
へ

市
民
活
動
の
情
報
網

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
ふ
ち
ゅ
う
」開
設

▲ 市民活動の情報がご覧になれ
ます

　

４
月
１
日
付
け
で
、横
田　

実

氏
が
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

■
横
田　

実

　

昭
和
52
年
入
団
／
平
成
元
年
分

団
長
／
平
成
４
年
副
団
長
／
押
立

町
４
の
39
／
52
歳

任
命
さ
れ
ま
し
た

府
中
市
消
防
団
長
に

横
田　

実
氏

　

府
中
市
消
防
団（
総
団
員
数
４

２
０
人
）は
、火
災
や
災
害
か
ら
市

民
の
生
命
、財
産
を
守
る
た
め
、日

ご
ろ
か
ら
訓
練
や
消
防
設
備
な
ど

の
点
検
に
努
め
、火
災
な
ど
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、次
の
方
々
が

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
18
年
度

府
中
市
消
防
団
の
体
制

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

防
火
・
防
災
な
ど
の
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

問
合
せ
は
、防
災
課
消
防
係（
３

３
５
・
４
０
６
８
）へ
。

■
府
中
市
消
防
団
の
体
制
と
警
戒

区
域

（
敬
称
略
）

▽
団
長
…
横
田　

実

▽
副
団
長
…
峯
岸
安
正
、中
村
久

𠮷
、佐
伯　

正
、本
間
郁
浩
、大
久

保
幸
一
、小
場
淳
吾

▽
第
１
分
団（
押
立
町
）…
横
田
昌

彦▽
第
２
分
団（
白
糸
台
）…
田
口
好

明▽
第
３
分
団（
多
磨
町
・
朝
日
町
・

紅
葉
丘
）…
峯
岸
謙
一

▽
第
４
分
団（
若
松
町
・
浅
間
町
）

…
岩
崎
信
玄

▽
第
５
分
団（
小
柳
町
）…
青
木
浩

之▽
第
６
分
団（
是
政
）…
野
村
重
人

▽
第
７
分
団（
緑
町
・
八
幡
町
・
日

吉
町
）…
堀
江
甚
貴

▽
第
８
分
団（
天
神
町
・
新
町
・
幸

町
・
栄
町
）…
中
川
太
一

▽
第
９
分
団（
府
中
町
・
宮
町
）…

本
多　

隆

▽
第
10
分
団（
宮
西
町
・
寿
町
・
晴

見
町
・
栄
町
）…
桑
田
信
之

▽
第
11
分
団（
矢
崎
町
・
本
町
）…

山
田　

洋

▽
第
12
分
団（
片
町
・
日
鋼
町
・
東

芝
町
・
美
好
町
）…
肥
沼
文
夫

▽
第
13
分
団（
南
町
）…
二
瓶
幸
治

▽
第
14
分
団（
西
原
町
・
日
新
町
・

本
宿
町
・
西
府
町
）…
佐
伯
正
宏

▽
第
15
分
団（
分
梅
町
・
住
吉
町
）

…
森
田
静
雄

▽
第
16
分
団（
四
谷
・
日
新
町
）…

鈴
木
政
久

▽
第
17
分
団（
清
水
が
丘
）…
吉
野

延
行

▽
第
18
分
団（
武
蔵
台
・
北
山
町
）

…
西
村
保
徳

区
整
備
推
進
本
部
長　

村
野
秀
隆

（
都
市
整
備
部
次
長（
兼
）地
区
整

備
担
当
副
参
事
）▽
学
校
教
育
部

長　

松
本
三
喜
夫（
学
校
教
育
部

次
長（
兼
）総
務
課
長
）▽
学
校
教

育
部
副
参
事（
兼
）指
導
室
長　

志

村
文
穂（
学
校
教
育
部
指
導
室
長
）

■
退
職（
３
月
31
日
付
け
）

【
部
長
級
職
】

▽
総
務
部
長　

増
竹
敏
紀
▽
生
活

文
化
部
長　

東　

千
惠
藏
▽
子
ど

も
家
庭
部
長　

吉
永
茂
興
▽
環
境

安
全
部
次
長（
兼
）地
域
安
全
対
策

課
長（
兼
）ご
み
減
量
推
進
課
長　

小
池
武
夫
▽
学
校
教
育
部
長　

一

ノ
瀬
隆
利

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
み　

相
談
日
の
３
週
間
前

か
ら
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
へ

▽
問
合
せ　

市
民
相
談
室（
３
６

６
・
１
７
１
１
）
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トヨタ自動車アルバルク
バスケッバスケットボールスーパーリーグ優勝トボールスーパーリーグ優勝

トヨタ自動車アルバルク

▲

果
敢
に
攻
め
る
渡
邉
選
手

▲４年ぶり２度目の優勝に喜ぶトヨタ自動車の皆さん

▲ 優勝の報告に野口市長を訪問した渡邉選
手（写真左）、古田選手（写真右から２番
目）、齋藤選手（写真右）

■
計
画
の
概
要

▽
計
画
の
目
的

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
、学
校

運
営
へ
の
配
慮
や
財
政
負
担
を
考

慮
し
て
、計
画
的
に
耐
震
化
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

▽
計
画
期
間

　

平
成
18
年
度
か
ら
お
お
む
ね
10

年
間
を
目
標
に
進
め
ま
す
。

▽
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

○
児
童
・
生
徒
へ
の
影
響
を
最
少

限
と
し
ま
す

○
財
政
負
担
を
最
少
限
と
し
ま
す

○
耐
震
補
強
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、第
三
者
機
関
に
よ
る
評
定
を

取
得
し
ま
す

○
構
造
耐
震
指
標
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
強
度
な
ど
を
考
慮
し
ま
す

○
建
物
の
耐
用
年
数
を
考
慮
し
ま

す▽
計
画
内
容

○
耐
震
化
の
進
め
方

　

原
則
と
し
て
、改
修
方
式
と
し

ま
す
。た
だ
し
、建
物
の
耐
用
年
数

や
予
算
の
効
率
的
な
執
行
な
ど
、

様
々
な
面
か
ら
分
析
す
る
中
で
、

や
む
を
得
な
い
場
合
は
改
築
を
行

い
ま
す
。

○
補
強
工
事
な
ど
の
進
め
方

　

原
則
と
し
て
夏
休
み
期
間
に
行

い
ま
す
。た
だ
し
、工
期
が
数
年
に

わ
た
る
場
合
は
、仮
設
校
舎
を
利

用
す
る
な
ど
し
て
工
期
の
短
縮
を

図
り
ま
す
。補
強
方
法
は
、外
付
け

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
立
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
実
施
計
画
を
策
定

補
強
工
法
を
原
則
と
し
ま
す
。ま

た
、ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
も
対
応

し
ま
す
。

〇
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど

　

耐
震
化
事
業
の
推
進
と
併
せ

て
、老
朽
化
対
策
と
し
て
外
壁
塗

装
、屋
上
整
備
、ト
イ
レ
改
修
な
ど

の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
増
加
の
た
め
教
室

不
足
を
生
じ
て
い
る
学
校
の
教
室

不
足
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
も

検
討
し
ま
す
。

■
３
か
年
ご
と
に
事
業
実
施
計
画

を
策
定

　

耐
震
化
に
当
た
っ
て
は
、ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
な
ど
も
含
め
て
、各

学
校
で
状
況
が
異
な
る
た
め
、長

期
的
な
実
施
計
画
と
す
る
こ
と

は
、難
し
い
状
況
で
す
。こ
の
た

め
、初
年
度
に
実
施
設
計
、翌
年
度

に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、翌
々
年
度

に
補
強
工
事
の
実
施
と
い
う
工
事

の
流
れ
に
沿
っ
た
３
か
年
ご
と
の

実
施
を
計
画
し
進
め
ま
す
。

▽
事
業
内
容（
平
成
18
年
度
か
ら

平
成
20
年
度
）

○
基
本
設
計
な
ど　

五
中
校
舎

○
実
施
設
計　

小
学
校
６
校（
七

小
、九
小
、本
宿
小
、白
糸
台
小
、南

町
小
、日
新
小
）、中
学
校
５
校（
一

中
、五
中
特
別
教
室
棟
、七
中
、十

中
、浅
間
中
）

○
補
強
工
事　

小
学
校
６
校（
新

町
小
、本
宿
小
、白
糸
台
小
、矢
崎

小
、若
松
小
、四
谷
小
）、中
学
校
２

校（
十
中
、浅
間
中
）

○
改
築
工
事　

三
中
校
舎

※
平
成
21
年
度
以
降
の
計
画
は
、

市
全
体
の
事
業
実
施
計
画
の
中
で

定
め
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

新
た
に
次
の
方
々
が

民
生･

児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
市
立
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、体

育
館
が
、災
害
時
の
一
次
避
難
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、体
育
館
を
優
先
し

て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、市
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
て

い
く
た
め
、「
市
立
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、総
務
課
学
校
耐
震
化
等
推
進
担
当（
３
３
５
・４
０
７
６
）へ
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
３
年

で
す
。

（
敬
称
略
）

■
室　

惇
子（
新
任
）

■
宮
﨑
清
美（
新
任
）

■
そ
の
ほ
か
の
人
権
擁
護
委
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▽
鹿
島
恒
雄（
紅
葉
丘
１
の
36
／

３
６
１
・
８
１
７
７
）

▽
森
岡
玲
子（
白
糸
台
６
の
２
／

３
６
３
・
０
０
４
３
）

▽
岩
田
康
人（
府
中
町
１
の
25
／

３
６
４
・７
３
２
６
）

▽
芝　

喜
久
子（
紅
葉
丘
１
の
３

／
３
６
１
・
８
６
５
８
）

委
員
を
委
嘱

人
権
擁
護
委
員

住吉町１の36／
３６６・７７５
８／58歳

西原町４の35／
０４２・５７６・
５０８６／56歳

　

環
境
推
進
協
議
会
が
３
月
13
日

に
設
置
さ
れ
、次
の
方
々
が
市
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、環
境
保
全
課
公
害

係（
３
３
５
・
４
１
９
６
）へ
。

委
員
を
委
嘱

環
境
推
進
協
議
会
委
員

■
環
境
推
進
協
議
会
委
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
で
す
。

【
公
募
市
民
】

▽
進
藤
礼
治
郎

▽
増
山
弘
子

▽
近
藤
勇
夫

▽
津
村
幸
子

【
民
間
団
体
】

▽
横
井
満
彦

▽
設
楽
厚
子

▽
吉
岡　

淳

▽
坂
倉
典
子

▽
日
野
俊
一

【
事
業
者
】

▽
但
馬
浩
一
郎

○
山
田　

喬

▽
江
添
真
司

▽
小
川
久
夫

▽
比
留
間
洋
子（
是
政
５
の
６
／

３
６
９
・
３
３
９
５
）

▽
榎
本
孝
芳（
緑
町
１
の
33
／
３

６
０
・
６
７
２
７
）

▽
栁
澤
正
三（
栄
町
２
の
10
／
３

６
４
・
６
６
１
９
）

▽
和
中
信
男（
紅
葉
丘
２
の
14
／

３
６
１
・
３
１
３
６
）

◇　
　

◇　
　

◇

　

基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
諸

問
題
や
夫
婦
・
親
子
・
近
隣
関
係
の

も
め
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、市
民
相
談
室（
３
６

６
・
１
７
１
１
）へ
。

１
）へ
。

（
敬
称
略
）

▽
橋
本
節
子（
３
６
６
・
８
１
８
０

／
分
梅
町
３
丁
目
・
４
丁
目
北
区

域
担
当
）

▽
遠
藤
み
つ
よ（
３
２
２
・
４
２
６

６
／
武
蔵
台
３
丁
目
東
区
域
担
当
）

▽
髙
沼
ひ
と
み（
３
６
８
・
４
０
８

０
／
主
任
児
童
委
員
）

【
教
育
に
従
事
す
る
者
】

▽
室　

英
治

▽
新
熊
隆
嘉

◎
朝
岡
幸
彦

【
市
の
職
員
】

▽
環
境
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　３月25日に、代々木第２体育館で行われ
たバスケットボールスーパーリーグプレー
オフ決勝第４戦で、本市に活動拠点を置く
トヨタ自動車アルバルクがオーエスジー
フェニックスを下し、３勝１敗で見事優勝
を決めました。
　試合は、序盤からトヨタ自動車が集中力
の高い守備でオーエスジーの攻撃を抑え、
第２クォーターまでに９点をリード、その
後も堅い守備を続ける一方で着実に得点を
重ね、トヨタ自動車が目指す「全員がフルス
ピードで守って攻めるバスケット」に徹し、
77対66で勝利を収めました。
　３月27日には、市内在住の古田　悟選手
をはじめ、渡邉拓馬選手、齋藤　豊選手が市
役所を訪れ、野口市長に優勝の報告を行い

ました。古田選手は「市民の皆さんの応援が
励みになりました。来シーズンも温かいご
声援をお願いします」と話し、渡邉選手も
「府中市がホームタウンになった最初の年
に優勝できたことをうれしく思います」と
優勝の喜びを語ってくれました。
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府中の発掘お宝展
ここまでわかった武蔵国府2006
　府中市は、古代武蔵国の国府が置か
れたまちです。大國魂神社境内東側一
帯には、国府の中心である役所群（国

こく

衙
が

）があったことが判明しています。
　武蔵国府など市内で発見された、最
新の発掘調査の成果をわかりやすく展
示・解説します。
■展示会
▽日時 ４月18日（火）から24日（月）午前
10時～午後８時（24日は午後５時まで）
▽内容 武蔵国

こく

衙
が

などの最新の発掘成
果を公開ほか
■トークショー
▽日時 ①４月22日（土）・②23日（日）午
後２時
▽内容 ①熊野神社古墳を語る、②武
蔵国庁を語る
▽講師 市職員

◇　　　◇　　　◇
▽会場 フォーリス
▽費用 無料
▽問合せ 文化財担当（３３５・４４７
３）

手話講習会

▽日程 ５月16日から平成19年３月６
日の毎週火曜日（全40回）
▽時間 昼の部…午後１時半～３時、
夜の部…午後７時～８時半
▽会場 ふれあい会館ほか
▽対象 高校生相当以上の市民、市内
在勤・在学で、全回出席できる方／ただ
し、中・上級コースは手話学習経験者
※過去に受講したコースの申込みはで
きません。
▽定員 初級コース…各40人、中・上級
コース…各若干名（いずれも抽せん）
▽費用 初級コース4000円、中・上級
コース1500円（テキスト代）
▽申込み ４月21日（金）まで（当日消
印有効）に、往復はがき（１人１枚）に希
望コース名・時間、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、市内在勤・在学の
方は勤務先、または学校名、返信用あて
名を記入して、〒183－8703福祉保健
部障害者福祉課へ
▽問合せ 障害者福祉課生活係（３３
５・４５４５）

子供科学教育事業の
受講者募集

■小学生科学教室
▽日程・内容　下の表のとおり
▽会場 教育セン

ター、多摩川河川敷ほか
▽対象 小学５・６年生
▽定員 50人（抽せん）

■中学生科学教室
▽日程・内容　下の表のとおり
▽会場 教育セン

ター、郷土の森博物館ほか
▽対象 中学２年生
▽定員 30人（抽せん）

◇　　　◇　　　◇
▽費用 無料（交通費は自己負担）
▽申込み ４月26日（水）まで（必着）
に、市立小・中学生は決められた用紙
（各学校に用意）で各学校へ、市立学
校以外の小・中学生は往復はがきに
住所、氏名、性別、学校名・学年、電話
番号、保護者氏名（押印が必要）、返信
用あて名を記入して、教育セン

ター「科学教
室」係（〒183－0055府中町１の32）へ
▽問合せ 教育セン

ター（３３６・６８００）

子ども読書の日

■おはなし会
▽日時 ４月23日（日）午後１時半～
３時半
▽会場 中央文化セン

ター

▽対象 ３歳以上の方／大人も可
▽定員 先着40人
▽内容 絵本の読み聞かせ、ストー
リーテリング（おはなし）ほか
▽講師 小倉恵子氏（府中おはなし
の虹代表）ほか

▽申込み ４月12日（水）午前10時か
ら電話、または直接中央図書館へ
■子ども読書の日キャンペーン「た
びたびよんで本のたび～あんない
え・こんなまち」
　図書館では、子供たちがたくさん
の本と出会い、楽しく読書ができる
ように、子ども読書の日のキャン
ペーンを５月14日（日）まで行いま
す。期間中は本の世界を旅するため
のパスポート（地図のえがかれた手
作りカード）を配布します。テーマの
本を読んだ数だけ、家のシール（全５
種類）を差しあげます。
▽場所 中央・各地区図書館
▽内容 「いえ」「まち」をテーマに集
めた本の展示と貸出し

◇　　　◇　　　◇
▽問合せ 中央図書館（３６２・８６
４７）

くらやみ祭観光
ポスター販売中

▽販売場所　観光情報セン
ター、市政情報セン

ター

▽販売価格 １部500円（縦103センチ ×
横73センチ ）
▽問合せ 府中市観光協会事務局
（３３５・４０９５＝経済観光課内）、
または観光情報セン

ター（３０２・２０００）

くらやみ祭観光行事に
補助金

　府中市観光協会では、くらやみ祭
を魅力ある観光行事にするため、く
らやみ祭の関連行事に参加する市民
団体に、経費の一部を補助します。
　申込み・問合せは、府中市観光協会
事務局（３３５・４０９５＝経済観光
課内）へ。

早期発見が大切です
胃がん検診

▽日程 ６月８日（木）・９日（金）・13
日（火）から15日（木）・20日（火）・21日
（水）・26日（月）・27 日（火）・29 日（木）、
７月３日（月）・４日（火）・５日（水）・７
日（金）の午前中
▽会場 都多摩がん検診セン

ター（武蔵台
２の９）
▽対象 昭和51年以前生まれの市民
※次の方は受診できません。
○胃及び十二指腸の手術を受けた方
○現在、胃及び十二指腸の病気治療
中、または経過観察中の方
○自力で立ち続けることが困難な方
○妊娠中、またはその可能性のある方
○過去１年以内に手術をされた方、
及び心臓病や脳血管疾患を発病され
た方
○重篤な病気で治療中の方
○腸閉塞を起こしたことのある方
○過去にバリウムを飲んでアレル
ギー過敏症状があった方
○職場などで受診の機会がある方
○平成18年度に市の胃がん検診を受
けた方

▽定員 590人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 バリウムによる胃のＸ線間接
撮影
▽申込み ４月17日（月）まで（当日消
印有効）に、往復はがき（１人１枚）に
「胃がん検診希望」とし、住所、氏名（ふ
りがな）、生年月日、性別、電話番号、返
信用あて名を記入して、保健セン

ター分館「胃
がん検診」係（〒183－0055府中町１の
30）へ／検診日は後日通知
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係（３
６８・６５１１）

郷土の森博物館の
刊行物案内

■博物館紀要19号
▽販売価格　500円（Ｂ５判／113ページ）
▽内容 「国府のなかの寺と堂」「『大岡
越前守忠相日記』にみる府中御前栽瓜」
「武蔵・野々宮神社と府中六所宮」など
の論文
■府中市内家分け古文書目録９「大國
魂神社文書（３）」
▽販売価格　300円（Ａ４判／57ページ）
▽内容 大國魂神社所蔵の江戸時代か
ら明治時代初期の古文書（土地・農業・
商工業・交通・他の部）の目録の最終巻

総合体育館初心者
指導参加者募集

■弓道
▽日時 ５月６日から７月16日の土・日
曜日　午前９時～正午（全14回）
▽対象 中学生以上の市民、市内在勤・
在学の方
▽定員 先着25人
■剣道
▽日時 ４月23日から７月30日の日曜
日　午前10時半～正午（全10回）
▽対象 18歳以上の市民
▽定員 先着10人
■なぎなた
▽日時 ５月13日から７月15日の土曜
日　午前10時～正午（全10回）
▽対象 18歳以上の市民
▽定員 先着15人

◇　　　◇　　　◇
▽費用 毎回の体育館使用料大人150
円、子供70円／ただし、市内在勤・在学
の方は大人300円、子供150円
▽申込み・問合せ　総合体育館（３６
３・８１１１）へ

■国民保護協議会
　４月17日（月）午後２時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは防災課危機対策係
（３３５・４２８３）へ
■環境推進協議会
　４月18日（火）午後６時半　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方は当日
直接会場へ／問合せは環境保全課公害
係（３３５・４１９６）へ
■教育委員会定例会
　４月20日（木）午前９時半　教育セン

ター／
傍聴希望の方は前日までに、総務課へ
／問合せは同課総務係（３３５・４４２
４）へ
■環境審議会
　４月24日（月）午後６時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは環境保全課公害係
（３３５・４１９６）へ

▽日程 ５月22日（月）・23日（火）／
１泊２日
▽集合時間・場所　午前８時半に大
國魂神社大鳥居前
▽対象 市民
▽定員 40人（抽せん）
▽費用 13000円
▽内容 姉妹都市佐久穂町の
見学ほか
▽宿泊 市民保養所やちほ
▽主催 府中友好都市交流協
会
▽申込み ４月18日（火）まで
（必着）に、往復はがき（１人１
枚）に住所、氏名（府中友好都
市交流協会会員はその旨も）、
年齢、電話番号、返信用あて名

を記入して、府中友好都市交流協
会事務局（〒183－8703生活文化
部市民活動支援課内）へ
▽問合せ 府中友好都市交流協会
事務局（３３５・４１３１＝市民活
動支援課内）

長野県佐久穂町へのバスハイク

▲ 
シ
ラ
カ
バ
の
新
緑
が
見
ご
ろ
で
す

回 日　程 内　　　容
１  ５ 月27日（土）振り子の性質

２  ６ 月17日（土）動物の生態観察（多摩動物公園）
３  ７ 月 ８ 日（土）天文学習
４  ８ 月 ５ 日（土）細胞の観察
５  ９ 月16日（土）金属イオン
６ 10月21日（土）等速直線・等加速度運動
７ 11月 ４ 日（土）自由落下運動
８ 11月25日（土）電流と磁界
９ 12月 ９ 日（土）誘導電流
10  １ 月13日（土）電磁誘導
※内容は、変わることがあります。

▲

ぜ
ひ
、お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

回 日　程 内　　　容

１  ５ 月20日（土）郷土の森の自然（郷土の森博物館）
２  ６ 月10日（土）多摩川事前学習Ⅰ
３  ７ 月 １ 日（土）多摩川の自然観察Ⅰ

４  ９ 月 ２ 日（土）ほ乳動物の動きと体（多摩動物公園）

５  ９ 月 ９ 日（土）雑木林での観察（多摩動物公園）

６ 10月14日（土）多摩川事前学習Ⅱ・動物解説員の事前学習
７ 10月28日（土）多摩川の自然観察Ⅱ

８ 11月11日（土）動物解説員実習（多摩動物公園）

９  １ 月20日（土）国立科学博物館での探求学習

10  ２ 月 ３ 日（土）冬鳥の観察（郷土の森博物館）
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■府中ステージアート協会公演　４
月16日（日）午後４時半　府中の森芸
術劇場／入場料2000円（全席自由）／
演奏は府中市民交響楽団／内容は
「バレエの集いパートⅧ」、創作バレ
エ「アラビア物語」／後援は府中文化
振興財団／３歳以下のお子さんの入
場不可／申込み・問合せは同協会事
務局（360・2704）へ
■府中市謡曲連盟観世会春季大会　
４月16日（日）午前10時　府中の森芸
術劇場／無料／内容は謡曲と仕舞／
問合せは田中宅（361・7888）へ
■絵画ケヤキの会油彩展　４月13日
（木）から19日（水）午前11時～午後７
時（13日は正午から、19日は午後３時
まで）　府中グリーンプラザ分館／無
料／問合せは高田宅（363・0089）へ
■府中市コロジオン版画展　４月20
日（木）から25日（火）午前10時～午後
５時（20日は午後１時から、25日は午
後４時まで）　府中グリーンプラザ分
館／無料／問合せは望月宅（042・57
2・5064）へ
■あけぼの料理教室　４月23日（日）
午前10時～午後１時　府中共同作業
所／対象は身体・知的障害のある方
／先着10人／費用1000円／内容はパ
スタ料理／申込み・問合せは地域生
活支援セン

ターあけぼの（358・1085／ＦＡ
Ｘ336・9085）へ
■９人制バレーボール審判講習会　
中級講習会…４月22日（土）・初級講
習会…23日（日）午前９時半～午後５
時　日吉体育館／対象は公認審判
員、登録チーム代表者ほか／費用
1000円／主催は府中市バレーボール

連盟／申込み・問合せは鈴木宅（368・
4316）へ、夜間に
■わんぱく相撲府中場所　５月14日
（日）午前８時半～午後１時半　総合
体育館／対象は市民、市内在学の小
学生／無料／主催は府中わんぱく相
撲の会／申込みは５月８日（月）まで
（当日消印有効）に、決められた用紙
（各文化セン

ターに用意）をむさし府中青年
会議所事務局（〒183－0006緑町３
の５の２）へ／設営・運営などのボラ
ンティアも募集中／問合せは同事務
局（362・1090）へ
■ソシアルダンス無料講習会　５月
12日から６月30日の金曜日　午後７
時～９時（全６回）　住吉文化セン

ター／内
容は初・中・上級別の講習／講師は菅
原和子氏（ＪＢＤＦ公認指導員）／主
催は府中市ソシアルダンス連合／申
込み・問合せは今鷹宅（364・4777）
へ、午前中に
■東京外国語大学管弦楽団定期演奏
会　４月22日（土）午後２時　府中の
森芸術劇場／無料／曲目はシベリウ
ス…交響詩「フィンランディア」作品
26、メンデルスゾーン…バイオリン
協奏曲ホ短調作品64ほか／問合せは
野末あて（090・3318・5099）へ
■府中パーキンソン病友の会相談会
　４月28日（金）午後１時半～３時半　
中央文化セン

ター／対象はパーキンソン病の
方とその家族／先着30人／無料／内容
は当事者による相談ほか／申込み・問
合せは横山宅（361・9668）へ
■遺言書の作成と投資信託の選び方
　４月23日（日）①午前10時～正午、
②午後１時半～３時半　府中グリー
ンプラザ／費用1000円／内容は①遺
言書の作成と老後のマネープラン、②
金融機関では教えない投資信託の選

び方／主催は日本ＦＰ普及協議会／
申込み・問合せは同協議会（03・5333・
3978）へ
■レンゲまつり　４月22日（土）午前10
時～午後３時　押立体育館東側の田
んぼ／雨天の場合は23日（日）／内容
ははちみつの採取実演、はなかざり・
竹とんぼづくりなどの伝統的な遊び
を体験／主催は府中かんきょう市民
の会／問合せは竹内宅（364・3428）へ
■明星学苑ジュニア・オーケストラ
定期演奏会　４月23日（日）午後２時
　府中の森芸術劇場／先着2000人
／無料／曲目はドボルザーク…交響
曲第９番「新世界より」ほか／当日直
接会場へ／問合せは同校・穴田あて
（368・5116）へ

■地域包括支援セン
ター臨時職員募集　対

象は介護支援専門員の資格を持つ方
／若干名／書類選考／申込みは電話
で申込み後、履歴書を持って市役所
１階地域包括支援セン

ターへ／問合せは同
セン
ター（335･4106）へ
■交通安全環境研究所の一般公開　
４月23日（日）午前10時～午後４時　
同研究所（調布市深大寺東町）／無料
／内容は「次世代低公害車に触れて
みよう！」ほか／当日直接会場へ／
問合せは同研究所企画室（0422･41･
3207）へ
■東京39市町村共同事業「多摩・島
しょ子ども体験塾」　①「楽しく学
ぶ！米村でんじろうのスーパーサイ
エンスショー」…６月10日（土）午後
２時　狛江市民ホール（狛江市元和
泉）／無料（全席指定）、②親子で楽し
むオーケストラ「絵本で聴く魔法の

音楽会」…７月17日（祝）午後２時　
調布市グリーンホール（調布市小島
町）／入場料小・中学生500円、高校
生以上1000円（全席指定）／演奏は
東京フィルハーモニー交響楽団／指
揮者は円光寺雅彦氏／出演は濱田マ
リ／曲目は「魔法使いの弟子」「ボレ
ロ」ほか／対象は小・中学生と保護者
／①は未就学児の同伴可／託児は生
後６か月以上で１人500円／申込み
は①は５月15日（月）、②は５月24日
（水）まで（当日消印有効）に、はがき
に参加希望者全員の氏名、年齢、託児
希望の場合は希望人数・年齢、車いす
席希望の場合はその旨を記入して、
〒183－0001府中浅間郵便局留・同
塾、①は「サイエンスショー狛江」係、
②は「オーケストラ調布」係へ／申込
み多数の場合は抽せん／問合せは同
塾事務局（385･3448）へ、平日の午前
10時～午後６時に
■石綿による健康被害の救済に関す
る法律が制定　救済の対象は労働
者、または労災保険特別加入者で、石
綿にさらされる業務に従事すること
による中皮種・肺がんなどのために
労災保険法に基づく遺族補償給付の
支給を受ける権利が消滅した方（死
亡年月日が平成13年３月26日以前
の方の遺族）／救済の内容は特別遺
族年金、または特別遺族一時金を支
給（年金は請求のあった日の属する
月の翌月から支給）／請求は平成21
年３月26日（木）までに、特別遺族年
金支給請求書、または特別遺族一時
金支給請求書、死亡診断書、戸籍謄本
などを労働基準監督署へ／問合せは
東京労働局労災補償課（03･3814･53
19）へ

健診事業評価検討協議会
委員を募集

　市では、今後の保健サービスのあり
方を検討するため、健診事業評価検討
協議会を設置します。
　この協議会の委員を募集します。
▽任期 ６月から平成19年５月
▽対象 年５回程度の会議に出席でき
る市民／現在、市の別の審議会・協議会
などの公募委員の方は除く
▽募集人員　３人
▽申込み ４月28日（金）まで（必着）に、
「疾病予防の取組みと健診事業への期
待」について800字以内にまとめて、住
所、氏名（ふりがな）、年齢、職業、電話番
号を記入して、保健セン

ター分館成人保健係
（〒183－0055府中町１の30）へ／持参
可／応募書類は返却しません／選考結
果は５月下旬までに通知
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係（３
６８・６５１１）

市民提案型市民活動支援
事業の提案を募集

　市民による提案型事業として、企画
を提案・実施する団体、または個人を募
集します。

▽事業実施期間　平成19年３月まで
▽対象 市内で活動し、構成員の過
半数が市民、または市内在勤・在学の
方で、代表者が市民の団体、または個
人
▽募集事業　先駆的な事業で、市民
の公益の増進に寄与することが認め
られる事業
※事業はほかの制度の対象とならな
いもので、提案の選定は公開で発表
し、審査委員会で決定します。
▽補助金額　補助事業対象額の２分
の１以下で25万円を限度
▽申込み ５月12日（金）までに、決
められた用紙（市役所４階市民活動
支援課、府中ＮＰＯ・ボランティア活
動セン

ターに用意）で市民活動支援課へ／
決められた用紙は市のホームページ
（http：//www.city.fuchu.tokyo.jp/）
からダウンロード可
※４月18日（火）午前10時、午後７時
から、市役所８階会議室で説明会を
開催します。
▽問合せ 市民活動支援課支援係
（３３５・４０３５）

ＮＰＯとの協働推進事業の
提案を募集

　ＮＰＯ・ボランティア団体と市と
の協働を推進する市民参加型事業と
して、企画を提案・実施する団体を募
集します。

▽事業実施期間　平成19年３月まで
▽対象 市内で活動し、市内に連絡
責任者がいる10人以上のＮＰＯ・ボ
ランティア団体
▽募集事業
○市内で活動するＮＰＯ・ボラン
ティア団体及び市民との交流を図
り、市民活動の活性化につながる事
業
○団塊の世代、防犯など社会問題に
対応する事業
※事業はほかの制度の対象とならな
いもので、提案の選定は公開で発表
し、審査委員会で決定します。
▽委託金額　25万円を限度
▽申込み ５月12日（金）までに、決
められた用紙（市役所４階市民活動
支援課、府中ＮＰＯ・ボランティア活
動セン
ターに用意）で、市民活動支援課へ／
決められた用紙は市のホームページ
（http：//www.city.fuchu.tokyo.jp/）
からダウンロード可
※４月17日（月）午前10時、午後７時
から、府中ＮＰＯ・ボランティア活動
センター（府中グリーンプラザ内）で
説明会を開催します。
▽問合せ 市民活動支援課支援係
（３３５・４０３５）

観光ガイドツアー「こだわりの逸
品を発見！体験！府中ワールド」

　個性的な打ちたてのそばを食体験
しながら、豊かな自然と歴史、文化の
薫るまち府中を徒歩で府中市観光案

内人ボランティアが案内します。
▽日時 ４月21日（金）午前９時～午後
１時半
▽集合場所　観光情報セン

ター

▽定員 先着10人
▽費用 1000円（食事代、保険代）
▽行程 観光情報セン

ター～大國魂神社～妙
光院～サントリー武蔵野ビール工場～
そば処
▽申込み 電話で府中市観光協会事務
局へ
▽問合せ 府中市観光協会事務局（３
３５・４０９５＝経済観光課内）、また
は観光情報セン

ター（３０２・２０００）

親子ふれあい農園

　市内の農家の方の指導を受けなが
ら、野菜の種まきから収穫までを親子
で体験できる親子ふれあい農園の参加
者を募集します。
▽日時 ４月29日から９月の土曜日　
午前中
▽場所 西府町４の６の農地
▽対象 小・中学生の市民と保護者
▽定員 25組（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 夏野菜の種まき・生育管理・収
穫
▽講師 マインズ西府農協青壮年部
▽申込み ４月21日（金）まで（必着）
に、往復はがきに住所、氏名、年齢、電話
番号、学校名・学年、返信用あて名を記
入して、〒183－8703生活文化部経済
観光課「親子ふれあい農園」係へ
▽問合せ 経済観光課農政係（３３５・
４１４３）
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

◆エル・ネット「オープン・カレッジ」◆
講 座 名 日　程 時　間 全回数

啄木の魅力・賢治の魅力
５月８日・15日・22日・29日
（月）

午前10時～
11時50分

４

アジア太平洋からの友人 ５月12日（金）

午前10時～
11時

１

伝承説話から見る日本と韓国の関わり ５月19日（金）

コミュニティ・ビジネス基礎編・実践編 ５月24日（水）

ヒーリングアートの実際 ５月26日（金）

大阪平野～大和川と古代日本 ５月31日（水）

の方）、問診、血圧測定、尿検査、血液
検査、胸部Ｘ線検査、心電図検査
○選択診査…眼底検査、ヘモグロビ
ンＡ1c検査
※選択診査は医師が必要と認めた方に
行います。
○肝炎ウイルス検査
※肝炎ウイルス検査は、昭和11・16・
21・26・31・36・41年生まれの方と、過
去に肝機能の異常を指摘された方及
び成人健康診査で肝機能値が要指導
とされ希望する方に実施します。
※過去に肝炎ウイルス検査を受け方
（平成14年度以降の成人健康診査で
検査を受けた方を含む）、定期的に肝
機能検査を受けている方、輸血を伴
う手術をした方、市の人間ドックを
受けたことがある方は、検査済みの
ため除きます。

▽申込み ５月31日（水）まで（当日
消印有効）に、はがき（１人１枚）に住
所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、
電話番号を記入して、保健セン

ター分館「成
人健康診査」係（〒183－0055府中町
１の30）へ
※受診券は６月23日（金）ごろ発送し
ます。
▽受診方法 受診券を持って、各協
力医療機関へ

成人健康診査

◆成人健康診査の対象◆
申込みが必要な方

① 昭和42～63年生まれの女性

② 昭和42～51年生まれの男性

③

昭和32～40年生まれの方
昭和22～30年生まれの方
昭和 ２ ～ ５ 年生まれの方
大正14年以前生まれの方

受診券をお送りする方（申込みの必
要はありません）

昭和41年生まれの方
昭和31年生まれの方
昭和６～21年生まれの方
大正15年生まれの方

▽診査期間 ７月１日（土）から９月20
日（水）の各協力医療機関の診療時間内
▽診査場所 協力医療機関（受診券の
裏面に記載）
▽対象 右の表のとおり／ただし、職
場などで受診の機会のある方は申込み
不可
▽定員
①昭和42年～63年生まれの女性…350人
（抽せん）
②昭和42年～51年生まれの男性…300人
（抽せん）
③昭和41年以前生まれの方…希望者全
員
▽費用 無料／ただし、必須診査・選択
診査・肝炎ウイルス検査以外で医師の
指示による検査と再検査の費用は有料
▽診査内容
○必須診査…生活機能評価（65歳以上

　生活習慣病を予防するために、市内医療機関の協力で健康診査を実施します。
　今年度から65歳以上の方を対象に、介護予防のための「生活機能評価」を成
人健康診査の中で実施します。
　問合せは、保健センター分館成人保健係（３６８・６５１１）へ。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープン・カレッジ」／Ｆ
　講座名・日程・時間は下の表のとおり
　語学室／定員各30人／無料（希望者
のみテキスト代が別に必要）／申込み
は各講座の初回の前日まで（必着）に、
はがき、またはFAX（336・5709）に講座
名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番
号を記入して、当セン

ター学習事業係へ／電
子申請、または講座応募箱での申込み
可／定員を超えた場合のみ参加の可否
を連絡

生涯学習セミナー受講生募集

①教養セミナー

■クラシック音楽に親しむ～演奏を交
えて／Ｆ
　５月11日から７月27日の木曜日　
午後２時～４時（全８回）　講堂／定員
290人（抽せん）／費用2000円（受講料）
／講師は篠崎史紀氏（ＮＨＫ交響楽団
コンサートマスター）ほか／託児（１歳
～就学前の幼児12人、おやつ代800円
が必要）希望の方は、幼児の氏名・生年
月日も記入

②実技セミナー

■陶芸入門／Ｆ
　５月12日から６月９日の水・金曜日
　午前10時～正午（全８回）　陶芸室
ほか／定員20人（抽せん）／費用6000
円（受講料・教材費）／講師は高木信之

氏（陶芸家）ほか／託児（１歳～就学
前の幼児12人、おやつ代800円が必
要）希望の方は、幼児の氏名・生年月
日も記入
■はじめてのスペイン語会話／Ｆ
　５月12日から６月30日の毎週金
曜日　午後２時～４時（全８回）　語
学室／定員30人（抽せん）／費用
4000円（受講料）／講師は桜庭雅子
氏（ＮＨＫ学園講師）
■やさしい植物画／Ｆ
　５月12日から７月14日の金曜日
　午後２時～４時（全８回）　美術室
／定員20人（抽せん）／費用4000円
（受講料）／講師は西村俊雄氏（ＮＨ
Ｋ学園講師）
■楽しい写真教室／Ｆ
　５月14日から７月９日の日曜日　
午後１時半～４時半（全８回、５月21
日、６月11日、７月２日は午前10時～
午後１時）　研修室ほか／定員15人
（抽せん）／費用6000円（受講料・教材
費）／内容はカメラの基本的な扱い
方、野外での写真撮影を学ぶ／講師
は長澤正雄氏（日本写真協会会員）／
一眼レフカメラ持参（コンパクトカ
メラは可、デジタルカメラは不可）
■デジタルカメラ写真編集プリント
入門／Ｆ
　５月16日（火）・19日（金）午後１時
半～４時半　パソコン学習室／定員
19人（抽せん）／費用2200円（受講
料・教材費）／講師は悠学の会パソコ
ンボランティア／デジタルカメラ、
撮影済みメモリーカード（ソニーの
デュオを除く）持参

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成３年４月１日以前生ま

せに出席できる方／定員１人／無料／
内容は自分で企画・演出・選曲したプラ
ネタリウム番組を実際に投影／申込み
は４月16日（日）まで（当日消印有効）
に、企画書（原稿用紙２枚程度）に住所、
氏名、年齢、電話番号を記入して、当館
「プラネディレクター」係へ／企画内容
を審査して決定

　３３６・３３７１

■恒松正敏アートトーク＆アコース
ティック・ソロライブ
　４月15日（土）午後１時　講座室／
無料／内容は作品解説とギターの演奏
／当日直接会場へ
■常設展ギャラリトーク
　４月15日（土）午後２時　常設展示
室／無料／内容は「コレクションでた
どる戦後60年」をテーマとする作品解
説／講師は当館学芸員／当日直接常設
展示ロビーへ

　３５１・４６００

■能力開発支援「すぐに仕事に役立つ
女性のためのワード応用講座」／Ｆ
　５月13日から６月３日の毎週土曜
日　午前９時半～午後零時半（全４回）
／対象は市民、市内在勤・在学の女性
で、ＭＳ－ＷＯＲＤを使って基本的な
文書作成ができる方／定員18人（抽せ
ん）／費用1900円（教材費）／内容は段
組、表などを使って見栄えのする文書
を作成する／講師は佐々木雅子氏（女
性パソコン研究会所属）ほか／託児は
１歳～就学前の幼児10人まで（おやつ
代400円が必要）／申込みは４月20日
（木）まで（当日消印有効）に、往復はが
き（１人１枚）に住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、託児希望の場合は幼児
の氏名・生年月日、返信用あて名を記入
して、当セン

ター「能力開発支援」係へ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「いろいろな電
池」
　４月22日（土）午後１時半～４時　学
習室／対象は小学３年生以上の方／先
着25人／費用300円／内容は炭電池な
どを作り、電気の発生するしくみを学
ぶ／協力は科学体験クラブ府中／申込
みは４月11日（火）午前９時から当館へ
（電話可）
■フロアコンサート「アコーディオン・
バイオリン・ピアノ伴奏で歌うシャン
ソンの集い」
　４月15日（土）午後２時　第１音楽練
習室／無料／出演は土生英彦（アコー
ディオン）、帆足　彩（バイオリン）ほか
／曲目は「サンジャンの私の恋人」「ア
ドロ」ほか

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■１日ボランティア教室
　４月17日（月）午後１時半～４時　
ふれあい会館／対象はこれから市内で
ボランティア活動を始めようと思って
いる方／内容はボランティア活動時の
心構え、車いすの扱い方ほか／申込み・
問合せは府中ボランティアセン

ターへ

れの市民（デジタルカメラ写真編集
プリント入門はパソコンの基本操作
ができる方）／申込みは４月18日
（火）まで（当日消印有効）に、①はは
がき、または講座応募箱、②は往復は
がき（１人１枚）に講座名、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号、返信用
あて名を記入して、当セン

ター学習事業係
へ／電子申請可

　３６８・７９２１
観覧料　２００円（中学生以下１００円）

■押し花教室
　①「春編」…４月23日・30日（日）午
前10時～正午、②「GW編」…４月30
日（日）、５月６日（土）午後１時～３
時　ふるさと体験館／対象は全回出
席できる小学４年生以上の方／各回
先着10人／費用1000円／内容は園
内で摘んだ草花で押し花を作る／講
師は吉田チエ子氏（押し花作り指導
者）／申込みは電話で当館へ／雨天
中止
■はた織り教室「コースター」
　４月30日（日）午前10時～正午、午
後１時～３時　ふるさと体験館／対
象は小学４年生以上の方／各回先着
10人／費用500円／申込みは電話で
当館へ
■多摩川ふれあい教室「春の多摩川
野草レストラン」
　４月23日（日）午前10時～正午　旧
第一小学校前集合／雨天の場合は旧
第一小学校内／先着20人／費用100
円／内容は多摩川で春の野草を観察
し、野草の料理を作って食べる／申
込みは４月20日（木）までに、同教室
（368・7979）へ
■春のティーパーティー～世界のお
茶を楽しもう
　４月15日（土）・16日（日）午前11時
～午後３時　県木園／費用大人300
円、中学生以下無料／内容は抹茶、
せん茶、紅茶、中国茶などの世界の
お茶を味わう／共催は現代喫茶人
の会
■あなたもプラネタリウムディレク
ター
　５月20日（土）午後３時半～４時
半　プラネタリウム／対象は中学生
以上で、当日までに５回程度の打合


